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 さらに第 3章では 1730 年代以降、北米で産する必需品生産が急増するとともに、北米植民地と
英本国の双方向的な関係だけでなく、必需品貿易が西インド、北米カナダ地域などをも含む多角
的関係に変貌していく過程が論じられる。そして第 4 章は、スペイン継承戦争以来最大の対外戦
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（請負人）の社会的地位は上昇する。また海軍もマスト材などの利用において北米産品に大きく
依存するようになるのである。 





Ⅱ. 論文に対する評価 本論文は、以下の諸点において学術的価値を有するものと評価できる。 




と海軍当局の交渉については、英国文書館 National Archives、英国海事博物館 National Maritime 
Museum, Greenwich 等に所蔵された未刊行一次史料を広汎に使用している。これは財政=軍事国家
としてのブリテンを見る場合の新しい視角になるであろう。 



















公開審査会開催日 2018年     1 月     27 日 
審査委員資格 所属機関名称・資格 氏名 専門分野 博士学位 
主任審査委員 早稲田大学文学学術院・教授 松園 伸 近世イギリス史 博士（リーズ大学) 
審査委員 早稲田大学文学学術院・教授 森原 隆 近世フランス史  
審査委員 広島大学総合科学研究科・准教授 薩摩 真介 近世イギリス史 博士（エクセター大学） 
 
